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的温良なる友情を獲露するも,内 心には他人に封し猜忌の念を懐ぐものあり。結果上司は部下の助言を聴く事

を織ひ,下 僚は輩に上長の意を蓮へて賞を行はざる事等産業途行上験標すべき障害を來たすム斯の如きは封建

時代武術修業の如き各個競技の結果,排 他思想の胚胎となりし事なきや。緻米の各人の権利を愈:重する個人思

想の號達,團 饒的競技訓練より明朗なる精紳を護揮せしむる事となるも,翠 に他山の石と見逃 し得んや。

結 言

一般企業の貴施は景氣の高潮に乗じ途行せらる。此隙最も早 く事業の整頓せるもの最 も多大の利溝を占め・

働 て創むるものは餓 して輔 柵 こ餅機を逸す鰍 況に至る・而して髄 こ事を運ばし夢んに1濱金
の調逡等経濟的方面に倹つ事多大なれども,又一方化學工業の如き複雑せるものにありては按術的方面の影響

の輕親 し能はざるは明確なる事實なり。故に企業者は準時に於て企業の第』歩たる諸般の研究資料の調査を怠

らず,一 ・朝有事の際は直ちに實施に進展すべき素因を具睦すべきなり。

準 本邦人の手にて完成せし大イ暉 工業中ソ覗 餓 アンモニア等は何れも事業滋 迄}こ獅 醐 を費ぜ
しやに聞けわ。之れ其當時研究調査の不完分なりし結果にして,之等の充賓ありたらんにぽ無釜の勢力を省き,

時圓,費 用も緻分あ・一に短縮せしめ得たらん。

由來本邦の工業は概して諸外國よりの楡入に非らざれば模窟に過ぎず。之れ手元に於ける資料の調査研究の

状況不備なる爲め,利 釜のみを主眼とする資本家の危惧に基く投資観念に外ならず。目下模窟の範園を超ぺず

とするも,既 に2～3の 化學工業は成功せる例示あり,爾後漸次薪事業の勃興の機蓮となるも必然の情勢なる

べし。産業護展の根源は其基礎となるぺき諸般の研究を奨鋤するを必然の塵置とす,近 年本邦の譲者商研究の

重要性を読くものあり・結果研究奨鋤金の援助の提供を見たるは慶賀に堪へざる所なり。唯其の額の本邦の情

勢に比 して多からざるを逡憾とす,之 等の綴出を希望して止まず。現在の豊富ならざる資金にては,限 度上,

統制上援助は限られたる問題に注がるMま 首肯せらるる所なれど,又 一面純理論又は基礎的研究,更 に間接的

實験にも均稽の機を希望するものなり。之等は目前の敷果或は確認し難きも,近 き將來に於て反て優越ぜる鷹

用を賓現し,更に近く事業に附随して其の必要性を求めらるものあるべければなり。

(昭和9年12月臺灣 支部發 會式並 に地方講演會に於 ける講演)

臺灣に 於 け る 化 學 工 業 の 將 來

加福 均 三

工業化學會甕灘支部の護會式を記念すべき此地方講演會に於て多くの先輩及新進諸會員の薗で私が最後の特

別講演をやると云ふことは私としては甚だ光榮とする威であります。今や裏灘も領有以來40年 諸般の琵業漸

く其緒につき政治上鮮威績を示して居るごとは蚊に贅冒を翼せざる威であるカも翻つて化學工業界を見渡すと

其状勢は必ずしも満足なものではあうません。由來化學工業は前日松井會長の講演にも云はれた通り褐立して

襲達する種類の産業ではありません。各種の事業が互に相扶けあつて始めて健全なる獲達を遂げるのである

が,現 在の墓灘に於ける化學工業の状勢ほ蓋し其最初期に罵するもので何れも充分なる蓮絡統制がとれて居る

とは云ほれないのであるo但 し其申でも製糖工業,酒 精工業,セ メソト工業,肩 油工業及醐濁工業等は相當に

整頓した形式に於て現代的風申を備へて居るが,其 他に至つては全く箇々別々で其間に何等の統制,何 等の合

理化も行はれては居らぬ◎之を要するに毫灘の現在に於ける化學工業は先づその獲生時代と見るべきで其獲展.

ほ之ふらである。現在に於けるその生産状態は次表の如きものであるび
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昭和7年 度生産高 ご 昭和8年 度生産高

種 類 藩 飛)二1懸)
煉 瓦366178,558個 ユ,975193β30個2,169

屋 根 瓦411139,803枚64315馬553枚735

陶 磁,器:69一 ・205一 砂217

ガ ラ ス 製:品9-301-g2

セ メ ン ト ユ.715橡3,230143t3,970

セ メ ン ト製 品31-216-2訂

石 ・ 茨:・ 一 ・一38749β28395

生 石:灰11251,800斤281一 一

酸 素237,805kZ79125kτ90

酒 精12102石2・815r104石4・277

攣 性 酒 精 ・一44石86239石1・476

泥 藍 脇815斤4白779斤40

石 鹸11馬086kg8424,496kg849

鑛 油 灰 蝋1一 一 為283-1β22

畷 燭126852斤196916斤 飢9

精 製 樟 腸11,575封 度 為2971β57封 魔1・117

植 物 性 油 脂 一・4,092斤9335・767斤.1,222

油 粕 一185011斤50832・887斤 ・1・092
'板 紙 ,19,818斤32010,194斤367

其 他 紙 類2756,252斤3297・535斤383

調 合 肥 料97露,645斤2,14897・923斤3・688

過 燐 酸 石 友 一26,297斤34628,775斤 も400

製 革g-175-205

コ_ク ス5131627斤7311,979斤69

署i藥 品1-706一 一3i22

バ ガ ス 座 搾 板2322nα217177ユ 斑24銘

醤 油(内 地式)5322石519一"一

醤 油(本 島式)50373石1,464一 一

昧 噌211≠ ～17貫4361β58貫494

ビ 帥 ル19石5439石5招

清 掠 歓 料82一 一392-406

殻 粉8021,187斤1975022β66斤2,075

客 叢 麹 ・22欄 舞14鵜1蟹 癖1灘
澱 粉291,163斤1002,002斤168

糖 蜜 一307,412斤2;612167,495斤2,707

罐 詰7432,531個4,665405418個6璽218

再 製 茶 一12撃007κ 魁4,35213,100斤4,644

製 氷51104,480kg1,050123,024:kg1,192

食 磨 △228/422kg。441、 一一一 一一一

△ 外 に 天 日盛 約160,000も

邸ち製糖以外の化學工業的生産額は金額にして全膣の5%以 下である。之は之迄の當局の方針が農本位に

傾いて居つた爲であるが,今 年日月潭の永電工事完成と共に稽麦廉償な電力の供給が期待され世論も喧しく藍

灘の工業化を叫ぶ有様であるから,今 後㊧墾灘の化學工業は恐らくは加速度を以て大に進歩獲達するであらう

と思はれる◎それにつけても調査研究が之に俘はなければ萬全を期すう謬に行かない事を特に注意しておきた

.い◎
毫灘の化學工業が甚だ貧弱ながら今や正に其獲展の出獲線上に立つて居る状態であることは蘭述の如くであ
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、るが此意!栄に於て吾人化學瀾係の技術者にとつて蓬灘は實に好箇の慮女地霧でいくらでもやりばへのある仕事

が残されて居る♂私ほ永年婆麗 に於て化學工業界と密接な接鯛を保つて來た1人 として此方面に闘しての感

想を次に述べて見や3。

製糖工業は璽灘化學工業界の王座を占めて居る大工業である。既方面に於ける技衛的褒達は世界酌であつて

製糖研究會の共同作業の結果ほかなりく)τigina1な部分的進歩を重ね,今 では慶蜜となる糖分は僅に13鋸 位

迄低下 して來たと云ふ様な課で既方面の鍵 進歩は琶界的注目の焦鮎にあるのであるが,夫 れにしても未だ完

壁と考へるには早いのであつて更に1%乃 至数%の 同牧が豫期され得る。殊に先程濱口喪の講演にあつた如

く慶蜜の申には多量のカリがS脚ge祖iteの 形となつて含まれて居る相であるが,之 を振iち分けてカリをとる

丈でも相當な生産費の低下を間接に實現し得るので,要 は経濟的に之を分離する方法を考へ出すにある。又製

糖用燃料の問題の如きも從來のバガスは近頃は繊維原料として注目せられ始めた。此機會に著し天然ガスの如

きより廉債な燃料を以て之を置き換へることは梱當有釜なる結果を生むに至るであらうと考へられる。莫 に製

糖副業とも見るぺきアルコール工業に就て麹察するに醗酵微生物的研究の結果,そ の成績は年と共に良好に

逡みつ玉あるが一・方蒸溜方法に至つては未だに邊憾の鮎が少くない。 例令ば酸から蒸氣によつて追出される

V包porは 蒸溜塔の4～5段 目で70～75%の 濃度のアルコールになるのであるが夫れから94%蓬 に濃縮す

る爲に20段 位もか蕊る現状である。之は稀アルコールの分墜と温度との關係を遺憾なく利用すれば今少し簡

翠に濃縮の目的を達 し得られてもよさ相なものではないかゐ叉骨藤の塵搾に際して豫め切り捨てる穗先及不良

甘藤の慮理アゼオ トロープ法による無水アルコールの製浩等残されたる問題が少くない◎爾バガスに就ては一

方繊維原:料としで既に製晶になつて居るが紙及紙料とする爲には其ペソトザンの含量が多いので之を簡翠に除

去する方法は最も興味ある問題であらねばならぬ。既黒に就ては先程田崎氏が獲表された稀:盤酸による加永分

解の如きは將來相當考慮すぺき問題であろ5。 其結果としてアラビノース,キ シロ㎡ス等の副産物が得られ後

にヘキソザン鍵完全に残る檬になるならば繊維原料梯底を見越されつ玉ある遽からざる將來に於てバガズは有

力なパルプ原料とならぬとは限らぬ。何しろ蔓避丈でも年々1,000,000tも 出來るものだから◎

荷植物方面から原料を得る化學工業として香料工業がある。此方面が有墓なることに就ては先夜堀内利器博

士のラヂオ放邊があつたから此威には多くを云はぬ。唯藁灘から其特産として多くの香料製品が生産さるべき

蓮命をもつと云ふ結論丈を述べ:ておく◎其他に植物界からの化學工業製品として將來に豫想されるものに松

脂,タ ーペンタイン油,キ ニーネ,コ カイソ,ロ テノーン,プ ロメリン,パ パイン,拘 懸酸,ペ クヂン,落花

生油,桐油,山茶油,それから澱糧及澱粉の醸酵によるナセトン,ブチルアルコール等をあげることが出來る。

侮無機物を原料とする方面を顧みると之もかなり有塑な資源がある◎例令ば七星山一糟の地域に見出される

明馨土の如きはアルミナの製造及其硫酸を利用 して硫安の原料に適當であるらしいし,又金瓜鑛山に多量に産

する硫砒銅鑛の如きも現在は之を蝦焼盧理によつて精煉 して居るが既鑛物が水及炭酸に霧い特性を剃用すると

きほ漁式によつて銅をとり且硫黄及砒素を利用 し得べき形にとり出ナことが出來そうに周 まれるし,其 他貧弱

ながら水銀鑛もあり東海岸には黄鐵鑛も存在するらしい。老 れかち石友右は壷灘中至る慮に産出されるのでセ

メント,ガラス,生 石友の原料は甚だ蜷富である。近來石英岩乃至珪砂の良質のものがカリ原料として有塑ら

しい。グラウコナイト等も獲見せられ其將來が囑望されつ瓦ある◎叉砂金及金鑛は毫灘にとつて有力な資源で

現在探掘されてゐる金瓜石瑞芳等の金山の外に砂金は東海岸一囎の地に産出し,其埋藏量ほ横堀博=土によれば

40億 園と云はれて居る。
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次に特に大資源として強調されつ蕊あるの{ま天然ガス及石油である。天然ガスは全島にその露頭があらはれ

てゐて其敷百に及ぶ。現在で襲井した箇所は出殿坑錦水・牛肉崎及竹東であるが何れも多量の天然ガスの猛噴

を見た◎此他に甲仇 六重漢・凍仔脚・楊梅石壁寮等も必ず近い將來にガスの噴出があること工思はれガスの

下には石油もあるらしい⇔現在では出殿坑に於て石油がとれて居る丈であるが將來必ず全島至る庭に石油が浪

々として洗れ出る日声來るタと鼠信ずる。此方面は現在では天然ガスガソリンの抽出とカーボンブラワクの製

造とが行はれρエある丈であるが・近來世聞の注意が漸く此方面にむけられ興昧ある各種の問題が提供せられ

r)エある◎私の研突室に於ても景ねてより此方面の研究に没頭 して居つた結果2～3の 有望覗さるべきプロセ

スが獲見されたので皐非之を工業化したいと懸命に努力申である。墓灘の天然ガスは硫黄分を含まざる殆ど純

粋のメタンで重炭化水素及エタンの少量を混有する中には炭酸ガスの豊富なものもある。メタン系のものは加

熱蒸氣と働かせて一酸化水素と永素にすることは容易であるし熱威理によれば一部分をベンゾール化すること

も出來或は放電によつてアセチレンにして更にベンゾールを合成することも出來る。又熱分解によつて永素と

炭素を得る方法もあるし 不完全燃焼によつて7オ ーマルデハイ ドにすることも出來るし,燃料としてセメン

ト・ガラス・陶磁器・エナメル・人造寳石,フ 識一ズドシリカ等に使用し得ることは勿論である。又石油及天

然ガスガソリンも豪灘のものは特にトルオールが多いので火藥,色 素原料としてのトルオールの抽出も亦注目

すべき慮である◎

次に盤がある。毫灘の盤は品質が悪く値段が高くて工業原料にむかないと考へられた時代もあつたぷ,段 々

敢良の結果晶質は今日では相當よいものが出來る様になつて來た。現代の日本に於ける燈の需給關係は甚しき

不釣合を暴し工業燈として年額約1,000,0GOtの 鹸入を必要として居り共便額も1000kg(の 工場渡6圓 位につ

いて居るが壷灘の檀業を充分改良合理化 した曉には も當り2～3圓 と云ふ目標に到達し得る見込がある。と云

ふのは蓬灘の璽田は泥を以て築造する關係上殆ど凡てが川ロにつくられて居る。随つて川は陸地から硫酸燈や

石友を多量に蓮んで來るし殊に海水は河水の爲に淡められ其比重は2rB6位 に過ぎない。此淡い海水を盤田一

甲當り1人 孚の勢働者によつて給水するのであるから其能率は非常に悪い。加之結晶池からの慶母液を程遽

からぬ慮1こ捨てるのであるからそれは再給水路に逡って來ないとは限らぬ。此不合理な方法を完分改良して例

令ぽ人力給永を電力又は風力給水にするとか採入μを沖まで延ば して3rB6又 は夫以上の原料海水をひくとか

結晶池への楷梯を地申海式乃至カリフォルニヤ式に墜へるかすれば其生産費の低下は劃期的なものになつてソ

マリー地方と同じ程康には行くであらう。兎も角もH本 の領土内に於ては製聖地として最餅適であらねばなら

ぬ蔓灘で廉い上等な壇を1日 も早く製らねば嘘である。

濁逸に於て化學工業の護達を見た輕路を顧みると褐表と岩盤の利用研究に端を護 して切瑳琢磨遽に今日の隆

盛を見たのであ為。我國に於てはともすれば自國産資源利用開獲が閑却されがちであるのは甚だ邊憾とする威

である。前にも云ふ如く化學工業は色々の意昧に於て1つ のNe癖 ◎τkを形づくるもので随つて其進歩護蓮

を期する爲の要諦は現勢に關する詳細なる知識と各工業間相互の提携と,之に加ふるに技徳的向上改良を以て

するにある。而して現代の仕事に於ては個人の力より屯共同動作に重きをおかねばならぬ。昔は職場に於ても

1人 叉は敷人の勇士が箇々に一騒討ちを演じてゐた時代があつたが,今 は鐵萬乃至敏十萬人が共同作職によつ

て個人の力にたよることをしない。夫れと同様に化學工業方面の護展の爲にもCoopeτ醐▽eに其調査を行ひ

必要なる研究をすエめ斯界の合理化向上に遙進すべきである。其爲には調査機關,報 導機關の充實を行ひ同人

をして現況に通ぜしめると同時に研究方面に於ても箇々別々にでなく,然るべき相談の機會を與へて適當なる
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題目を適當なる人に適當なる時と場所に於て行はしめ,更 に直ちに之を経濟化し得べき用意を怠らぬ様にしさ

へすれば藁灘に於ける化學工業の雨途は實に洋々たるものがあると信ずる。

(昭 和9年12月 關 東 支 部 常 會 に 於 け る 講 演)

ゴム コニ業 に於 け る有機 促 進測 の護 逡 と現 歌:

逡信省電氣試験所 湊 谷 元兄 三 良β

ゴム工業は實に最近の獲達にか玉る化學工業であつて,其 急速なる進展振りには誰しも驚かぬ者はない。之

を吾邦に就て實例を求めると明治30年 頃始めて企業されたゴム工業が近々40年 を纏過したる今日・酒類,

工業藥晶,肥 料,紙 類,砂 糖に次く牝學工業製晶中第6位 の生産額を示し昭和7年 度には約{㍉㎜ 萬圓の教

値に蓮し,楡出品中にても生懸,入 絹織物,絹 織物,陶 磁器に次ぐ総額を示し,昭和8年 度には約3,000菖圓

の高額に達してゐる◎

斯くの如くゴム工業が驚異の護達を遽げたことは元々ゴムが他物に見られぬ弾性を保有し且つ硫黄の多寡に

依て硬歎自在に製造される極めて重寳な物質であると共に其市償逐年低落の傾向あるが爲であるとは錐も,之

が製造上に偉敷を奏した有機促進剤の功績は次いで最重要競されねばなら翫 元來有機促瀕1は 原料生ゴムの

約1%内 外使夙されるに過ぎないから假令相當高便な材料であるとしても,二恋工場輕濟には蝕り影響 しな

い檬に見えるが後述の如くゴム製品の性能と品質とを左右することに於て重要な關係を有してゐるものである

から,之 は今日のゴム工業を大成せしめた主因を威してゐると云つても敢て過言ではない。期く有機促進剤の

醗合率は極めて筐少ではある茄 前述の如き事情に依 り現今では吾邦は元より世界各國に普及 しゴム工業に於

ける必需品となつた爲め其需用額も著しく増加した◎之を吾邦に就て例示すると其輸入額は現今にては約年

300萬 圓程度で・.昭和7年 度で丙地生産額313・922kg(約150萬 圓?)と なる。此を昭和7年 度に於ける國

産染料の約1,380萬 圓,輸 入染料の約900萬 圓に比較すると,其 國内需用額は染料の約5分 の1に も蓮する

のみならず,其 経濟的重要性を有するが爲,殊 に;期璽迭に當つて染料申聞産物を利用し得るの便宜もあるので

≒齊に各染料會斌の注目する威となり,今 では各染料會就の一分科の事業として企業される様になつた◎

抑々有機促進剤とは護で字の如くゴムの:加硫を促進する機能を有する有機藥贔であつて,併 も卓効を奏する

が爲め更に古い歴史を有する無機促進刺に代つて其位置を占めたものである。古來有機促進翔の反懸機溝には

種々の説が捷唱されてゐるが其大部分は護生機の硫黄を逸出させて加硫反恋を促進する事とはなつてゐるが,

;其以外の因子も含むでゐて翻一的に説明の出來ない實情に在る◎現にゴムは加硫に際して一・旦崩壌して硫黄を

捕へて再建して:加硫ゴムとなるが故にゴムの解重合は加硫の蘭奏曲なりとなし,促進刺に依てはゴムの解重合

剤なるが爲に間接にゴム:加硫の促進刺と凝察されて差支へない亀のとされてゐるが如きは其一例である。斯く

の如き實猜であつて其眞相は未だ不明であると云つても過言でないから簡輩に鯛媒なる一語を以て月並に片付

けて了ふ謬にも行かない。か 』る事情が促進刺なる薪語が生れた所以でもある。況んや後に述べる様に有機促

進剤が加硫促進機能以外に各種實用上の特性敷果を夫々象備して,個 々に特徴ある敷果を護揮し得る妙昧を感

知し得たる今日では釜々促逡剃なる用語の意昧深長にして,腸 蝶なる一般用語と異るを知るのである。

有機促進翔の起原は極めて薪 しいものであつて,殆 ど近代的所産と云つてよい。其獲見の起原を辿ると次の
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